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平成２１年度労働者供給事業報告の集計結果 
   

      労働者供給事業の事業運営状況については、職業安定法施行規則（昭和 22 年

労働省令第 12 号）第 32 条第 7 項の規定に基づき、労働者供給事業を行う労働

組合等から年度毎に「労働者供給事業報告」が厚生労働大臣に提出されている

ところです。 

     今般、平成 21 年度（平成 21 年 4 月 1 日から平成 22 年 3 月 31 日まで）の事

業運営状況をとりまとめましたので、今年度よりその概要を公表します。 

注：労働者供給とは、「供給契約に基づいて労働者を他人の指揮命令を受けて労働に従事

させることをいい、労働者派遣に該当するものを含まない」ものであり、これを「業と

して行う」ことは、職業安定法第 44 条により禁止されているが、労働組合等が、厚生

労働大臣の許可を受けた場合は、無料の労働者供給事業を行うことができる。 

※ 供給対象組合員：労働者供給事業を実施する対象となる組合員 

常用供給数：常態的に供給の対象となる組合員数 

臨時的供給数：他の雇用主に雇用されている者等で、仕事の繁閑に応じて雇用主の

了解を取って、臨時的に供給の対象となる組合員数 

【概要】 

 

１ 労働者供給事業を実施している組合等数    ７８組合 

     

２ 供給実績 

    （１）需要延人員             1,390,338 人 

    （２）供給延人員             1,369,001 人 

  （３）供給実人員        38,402 人 

 

３ 平成22年3月末日における供給対象組合員等総数 

    （１）常用供給数             7,822 人 

    （２）臨時的供給数                975 人 

  （３）合計             8,797 人 

 

４ 平成22年3月末日における組合員等総数  160,259人 

    



１　報告対象期間 平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日まで

２　許可組合数 ７８組合

３　労働者供給実績等
（単位：人）

994,267 2 197,394 198,675 1,390,338

972,816 0 198,470 197,715 1,369,001

16,688 0 15,326 6,388 38,402

5,067 0 901 1,854 7,822

730 0 148 97 975

5,797 0 1,049 1,951 8,797

160,259

注）常用供給数とは、常態的に供給の対象となる組合員数である。

　　臨時的供給数とは、他の雇用主に雇用されている者等で、仕事の繁閑に応じて雇用主の了解を

　　取って、臨時的に供給の対象となる組合員数である。
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参 考

○ 職業安定法〈抄〉

(定義)
第四条 この法律において「職業紹介」とは、求人及び求職の申込みを受け、求人者と
求職者との間における雇用関係の成立をあつせんすることをいう。
⑥ この法律において「労働者供給」とは、供給契約に基づいて労働者を他人の指揮命
令を受けて労働に従事させることをいい、労働者派遣事業の適正な運営の確保及び派遣
労働者の就業条件の整備等に関する法律(昭和六十年法律第八十八号。以下「労働者派遣
法」という。)第二条第一号に規定する労働者派遣に該当するものを含まないものとする。

(労働者供給事業の禁止)
第四十四条 何人も、次条に規定する場合を除くほか、労働者供給事業を行い、又はそ
の労働者供給事業を行う者から供給される労働者を自らの指揮命令の下に労働させては
ならない。

(労働者供給事業の許可)
第四十五条 労働組合等が、厚生労働大臣の許可を受けた場合は、無料の労働者供給事
業を行うことができる。

○ 職業安定法施行規則〈抄〉

（法第四十五条に関する事項）
第三十二条 労働者供給事業を行おうとする労働組合等は、職業安定局長の定める手続
及び様式に従い、厚生労働大臣に許可を申請しなければならない。
③ 労働者供給事業の許可の有効期間は五年とする。

○ 労働者供給と労働者派遣との違い

《労働者供給》 《労働者派遣》
供給契約 供給契約 労働者派遣契約

供給元 供給先 供給元 供給先 派遣元 派遣先

支配従属関係 雇用・ 雇用関係 雇用関係 雇用関係 指揮命令

（雇用関係を除く） 指揮命令関係 関係

労働者 労働者 労働者

 労働組合等が無料で行う労働者供給事業について
・ 労働組合等が主体となって自主的に労働条件の維持改善その他経済的地位の向
上を図ることを目的として組織する団体であり、労働者との間に身分的な支配関
係や強制労働、中間搾取といった労働者保護の面からの弊害の発生する余地が少
ないことから、労働組合等が、厚生労働大臣の許可を受けた場合は、無料の労働
者供給事業を行うことができる。
・ 労働組合等とは労働組合のほか、国家公務員法や地方公務員法に規定する職員
団体及び国会職員法に規定する国会職員の組合をさす。

（「労働者供給事業業務取扱要領」より）


